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  (百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 5,998 30.6 244 518.7 260 567.8 231 － 

29年３月期第３四半期 4,593 △2.0 39 － 39 － 16 － 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 199 百万円 （－％）   29年３月期第３四半期 △28 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 64.09 － 

29年３月期第３四半期 4.54 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第３四半期 6,564 1,589 24.2 441.03 

29年３月期 6,055 1,411 23.3 391.56 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 1,589 百万円   29年３月期 1,411 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 6.00 6.00 

30年３月期 － 0.00 －     

30年３月期（予想）       6.00 6.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 7,680 18.1 300 4.4 320 8.7 260 9.1 72.13 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 4,033,780 株 29年３月期 4,033,780 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 429,183 株 29年３月期 429,183 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 3,604,597 株 29年３月期３Ｑ 3,604,597 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断 

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は 

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注 

意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情 

報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における日本経済は、輸出の増加に加え、国内需要および実質総雇用者所得環境の改

善を背景とする個人消費の持ち直し等により、着実に回復しております。一方、中国を始めアジア新興国等の経済

の先行き、政策に関する不確実性による影響等により、我が国の景気が下押しされる懸念があるものの、世界経済

も回復基調にあります。 

 ケーブルテレビ業界におきましては、ケーブルテレビ加入者数は世帯普及率の約52%にあたる2,959万世帯と、重

要な社会基盤としてその役割を果たす一方、通信事業者との競争は依然として激化傾向にあり、サービスの更なる

高度化が望まれております。 

 また、平成29年４月より110度CSによる4K試験放送も開始され、平成30年12月の4K・8K実用放送開始に向けたテ

レビ受信設備の改修とともに、高度化するインターネットサービスへの設備対応策としてFTTH※１への移行、もし

くは既存のHFC※２の更新と高速ケーブルモデムシステムの増強へ継続して設備投資されております。 

 このような状況の下、当社グループは、FTTH関連および防災・減災意識の高まりを背景とした地方自治体向け告

知放送端末が前年同期比大幅に増収となり、その他HFC向け広帯域増幅器等、既存の同軸ケーブルを主体とした伝

送路を高度化する機器の販売にも力を入れてまいりました。この結果、連結売上高は5,998百万円（前年同四半期

比30.6％増）、営業利益は244百万円（同518.7％増）、経常利益は260百万円（同567.8％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は231百万円（前年同四半期は16百万円の利益）となりました。

  ※１ FTTH・・・・ファイバー・ツー・ザ・ホーム・・・光ファイバーのみで構成された伝送路システム 

  ※２ HFC ・・・・光ファイバーと同軸ケーブルを組み合わせた伝送路システム 

 

 

（参考）平成30年３月期第３四半期の連結受注状況     （％表示は対前年同四半期増減率）

  受注金額 受注残高

  百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 5,997 13.2 4,166 △3.6

29年３月期第３四半期 5,298 30.5 4,320 △4.5

（参考）29年３月期 7,055   4,166  
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は4,081百万円となり、前連結会計年度末に比べ498百万円増加い

たしました。これは主に受取手形及び売掛金が288百万円増加したことによるものであります。固定資産は2,482百

万円となり、前連結会計年度末に比べ10百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が10百万円増加したこ

とによるものであります。

 この結果、総資産は6,564百万円となり、前連結会計年度末に比べ509百万円増加いたしました。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は3,248百万円となり、前連結会計年度末に比べ733百万円増加い

たしました。これは主に支払手形及び買掛金が494百万円、短期借入金が299百万円増加したことによるものであり

ます。固定負債は1,726百万円となり、前連結会計年度末に比べ402百万円減少いたしました。これは主に長期借入

金が427百万円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は4,974百万円となり、前連結会計年度末に比べ331百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は1,589百万円となり、前連結会計年度末に比べ178百万円増加

いたしました。これは主に主に親会社株主に帰属する四半期純利益231百万円によるものであります。

 この結果、自己資本比率は24.2％（前連結会計年度末は23.3％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年11月２日に公表いたしました業績予想の数値から変更はご

ざいません。 

 当資料に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 405 546 

受取手形及び売掛金 470 759 

完成工事未収入金 1,505 1,390 

商品及び製品 713 760 

仕掛品 50 93 

未成工事支出金 29 112 

原材料及び貯蔵品 316 268 

その他 92 150 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 3,582 4,081 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,520 1,520 

その他 2,938 2,983 

減価償却累計額 △2,563 △2,598 

有形固定資産合計 1,895 1,905 

無形固定資産 56 62 

投資その他の資産    

その他 524 519 

貸倒引当金 △4 △4 

投資その他の資産合計 519 514 

固定資産合計 2,472 2,482 

資産合計 6,055 6,564 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 741 1,235 

工事未払金 328 283 

短期借入金 480 779 

1年内返済予定の長期借入金 625 582 

未払法人税等 52 19 

賞与引当金 64 33 

工事損失引当金 0 8 

その他 222 306 

流動負債合計 2,515 3,248 

固定負債    

長期借入金 1,122 694 

退職給付に係る負債 1,006 1,031 

固定負債合計 2,128 1,726 

負債合計 4,643 4,974 

純資産の部    

株主資本    

資本金 411 411 

資本剰余金 390 390 

利益剰余金 602 811 

自己株式 △120 △120 

株主資本合計 1,283 1,493 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △0 0 

為替換算調整勘定 82 84 

退職給付に係る調整累計額 45 11 

その他の包括利益累計額合計 127 96 

純資産合計 1,411 1,589 

負債純資産合計 6,055 6,564 

 

- 5 -

シンクレイヤ株式会社　（1724）
平成30年３月期　第３四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 4,593 5,998 

売上原価 3,534 4,701 

売上総利益 1,058 1,296 

販売費及び一般管理費 1,018 1,051 

営業利益 39 244 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 8 8 

為替差益 0 15 

その他 5 4 

営業外収益合計 14 28 

営業外費用    

支払利息 14 12 

その他 0 0 

営業外費用合計 14 12 

経常利益 39 260 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

投資有価証券評価損 1 － 

事業構造改善費用 0 － 

特別損失合計 2 0 

税金等調整前四半期純利益 36 260 

法人税、住民税及び事業税 8 40 

法人税等調整額 11 △11 

法人税等合計 20 29 

四半期純利益 16 231 

親会社株主に帰属する四半期純利益 16 231 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 16 231 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 0 

為替換算調整勘定 △52 2 

退職給付に係る調整額 7 △34 

その他の包括利益合計 △44 △31 

四半期包括利益 △28 199 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △28 199 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）及び当第３四半期連結累計期

間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

 当社グループは、ケーブルテレビ施設のシステムの最適化を図ることを目的としたケーブルシステム・イ

ンテグレーション事業を主な事業として営んでおり、単一事業であることから記載を省略しております。
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